
復興交付金事業計画 

 

計画名称 

矢板市復興交付金事業計画 

 

計画策定主体 

栃木県矢板市 

 

計画期間 

平成２４年３月２日 ～ 平成２８年３月３１日 

 

計画区域 

 矢板市成田及び中地内 

 

計画区域における震災による被害の状況 

 

土地被害 

 滑動崩落： ３箇所 

 擁壁被害： 多数 

 開口亀裂： 多数 

 

家屋被害   （成田）  （中－1） （中－２） 

 全  壊：  １５ 棟  １１ 棟   ３ 棟 

 全 半 壊：  １０ 棟   １ 棟   ０ 棟 

 半  壊：  ２１ 棟   ９ 棟   ５ 棟 

 一部損壊：  ６０ 棟  ３８ 棟  １９ 棟 

※成 田：ハッピーハイランド分譲地 

※中－１：ロビンシティー分譲地 

※中－２：日拓分譲地 

 

公衆用道路等の被害： 多数 

上水道給水管の被害： 多数 

汚水処理施設の被害： 開口亀裂 擁壁破損 排水管破損 

自治集会施設の被害： 開口亀裂 擁壁破損 家屋変状(全壊レベル) 

 

 



震災の被害からの復興に関する目標 

 

 復興に関する目標 

「東日本大震災により甚大な被害を受けた造成宅地及びその周辺地域における 

定住促進を図ることにより、市の活性化につなげる。」 

 

上記目標を実現するため、下記の項目に取り組む。 

○将来にわたり安心安全に生活が営める住環境の整備 

○公共・公益施設の機能保全 

  ○地域コミュニティの維持 

  ○迂回路整備による防災機能の向上 

 

 市独自の取り組み 

○震災により住宅に多大な被害を受けた市民の生活不安を払拭し、生活の速やかな 

復興を図るため、被災者生活再建支援金制度を創設した。 

   半壊以上の判定を受けた住居所有者に対し、５０～２００万／戸の生活支援金を 

  交付することにより、復興に向けた生活基盤の支援を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象事業の詳細 様式１－２、１－３、１－４ 

 

基金設置の有無・基金設置の時期 

有 （基金設置主体：  矢板市  ）／ 無（           ） 

（基金設置の時期： 平成２４年３月 ） 

※該当を  で囲んで下さい 

復興ビジョン、復興計画、復興プラン等 別紙※ 

※特定市町村又は特定都道県が独自に、域内の復興に関する構想、そのために必要となる

施策等を取りまとめた文書を作成している場合には、その文書を添付してください。 

 


